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我々は光送受信アンテナとして機能する Si 格子シフト型フォトニック結晶導波路（LSPCW）光偏向器と

その LiDAR 応用を研究している 1)．LiDAR では，対象物からの反射光が散乱し，その一部が戻ってくる

ので，受信開口を大きくするために導波路長は長くしたい．しかし，LSPCWには 10 dB/cmオーダーの伝

搬損失があり，単に長尺化しても受信強度が飽和する．そこで実効的に損失の抑制と開口の長尺化をは

かり，ビーム品質と受信強度を向上させる縦列アレイ構成を提案，製作し，評価してきた 2)．今回は，波長

掃引によるビームスキャンを行い，アレイによる鋭いビームを観測した． 

製作した縦列アレイ型 LSPCW は，2 つの LSPCW を縦列に配置し，Si 細線光分配器を介してそれぞ

れに光を入力する構成である（Fig. 1）．LSPCW 間の位相差の調整用と，LSPCWからの放射光ビーム角

度の調整用の TiN 熱光学ヒータを備えている．これら調整を一切行わないと分裂したビームが複数の角

度に放射されるが（Fig. 2(a)），調整により理論値（0.041°）に近いビーム幅が得られた（Fig. 2(b)）．光フェ

ーズドアレイと比較して，圧倒的に少ない位相調整でここまでの鋭いビーム品質を達成している 3)．さらに

導波路直交方向の光の拡がりを抑制するコリメートレンズ 4)を用い，波長ごとにヒータを調整して，22°の範

囲でビームスキャンを得た（Fig. 3(a)，(b)）．サイドローブがやや大きいのは放射係数が大きめに設定され

たためであり，これを抑えることで小さくできる． 

本研究は JST-ACCELプロジェクトの援助を得て行われている． 
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